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第１回定例会において、議員提案された下記の意見書が可決され、国会（衆参両院
議長）及び関係行政庁（関係大臣）に提出されました。

森林及び林業に関する施策の充実ならびに財源確保を求める意見書
　地球温暖化防止を掲げて昨年２月に発効した「京都議定書」において、我が国は、温室効果ガスを６％削減することを国際社会
に約束した。このうち、我が国の森林には吸収源として３．９％の削減が課せられているが、これを確実なものとするためには、「森
林・林業基本計画」に基づく計画的な森林整備などの吸収源対策の推進が必須である。
　ところが、我が国の森林・林業・木材産業の現状をみると、国産材の需要及び木材価格の長期的な低迷や林業労働力の減少等に
より、林業生産活動は停滞し、間伐をはじめとする森林の管理が行き届かず、その結果として山地災害が多発しており、このまま
では二酸化炭素吸収源としての役割はもとより、国土を保全し国民の安全な暮らしを守るという役割を果たすことができなくなる
ことが懸念される。
　また、違法な森林伐採の阻止は、昨年７月のグレンイーグルスサミットで合意されたところであるが、違法伐採は、森林の減少・
劣化を招き、地球温暖化を加速させるほか、違法伐採による木材が市場に流通することで、我が国でも健全で持続可能な森林経営
が阻害されており、その対策は喫緊の課題である。
　以上のように、我が国の森林・林業・木材産業が厳しい環境におかれている現状や、森林が公益的機能を有する社会的資産であ
ることを踏まえ、平成１９年度予算等において、下記の事項について特段の措置を講じられるよう強く要望する。

記
１　「森林・林業基本計画」に基づく森林の整備・保全及び山地に起因する災害を防ぐための治山対策を推進し、併せて「緑の雇

用」事業による人材の育成及び確保を支援すること。
２　伐採の長期化に伴う森林経営の実態に即した借り換え融資制度の創設など、森林・林業・木材産業の再生に向けた施策を展開

し、更には地域林業の担い手としての林業公社に対する支援措置を強化すること。
３　持続可能な森林経営の推進に支障となる違法伐採を防止するため、原産地等表示木材を普及推進し、併せて消費者へ情報提供

すること。国際的には、ＷＴＯ林産物関税の堅持により違法伐採木材の輸入阻止を図ること。
４　地球温暖化防止対策を確実に推進するため、環境税の創設により安定的な財源を確保し、その使途に、森林吸収源対策、木材

利用の推進を位置づけること。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成１８年３月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常陸太田市議会　
　〔提出先〕　衆参両院議長、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、財務大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣

予 算 特 別 委 員 会　3/20･22　一般会計・特別会計・企業会計の当初予算案を審査
　予算特別委員会では、平成１８年度の一般会計・特別会計・企業会計１１件について審査を行った。一般会計の総額は２３７億８，１００
万円で、特別会計の総額は、１９６億５，２２５万３，０００円、企業会計の総額は、１８億９，６３４万１，０００円で、各会計の合計４５３億２，９５９万４，０００
円の審査を行った。
　一般会計の審査の中では、市民税及び固定資産税等の徴収体制、職員人件費、合併後の調整項目、道路・学校等の施設整備、各
種補助金・負担金・委託料等について質疑が行われた。
　また、国民健康保険、老人保健、介護保険、下水道事業、農業集落排水事業、戸別合併処理浄化槽設置整備事業、簡易水道事業、
宅地分譲事業の各特別会計の中では、国民健康保険については、国保税と医療費の関係、一般会計からの繰り入れと基金の考え方。
老人保健は、医療費と制度について。介護保険は、介護施設の現状等について。下水道事業は、施設整備の委託料等について。農
業集落排水事業は、使用料・分担金等について。戸別合併処理浄化槽設置整備事業は、今後の整備方針等について質疑が行われた。
　さらに、水道事業会計は、水利権、水質検査等について、工業用水道事業会計は、一般会計補助金，企業誘致等について質疑が
行われ、付託された１１件の議案を原案可決すべきものと決定した。

　　　　　委員長　天木　元　副委員長　高星勝幸
　　　　　委　員　木村徳二　宮田欣三　平山　英　綿引義明　小林一三　梶山昭一　井坂勝安　永井　猛　立原正一
　　　　　　　　　後藤　守　山口恒男　石　拓也　金沢広道　田所美朗　関　英喜　菊池伸也　福地正文　益子慎哉

政治倫理に関する調査特別委員会　3/24・4/7・4/21・4/28
　３月２４日の本会議において本委員会が設置され、第１回委員会を開催し、委員長、副委員長の互選が行われた。４月７日には、
委員会の今後の進め方、条例の骨格及び検討事項について協議し、４月２１日には、今後の委員会で検討する条例（案）について
概略について協議を行った。また、４月２８日には、委員会調査として条例制定がされているつくば市・土浦市の現在の状況と課
題等について視察を行った。

　　　　　委員長　木村徳二　副委員長　天木　元
　　　　　委　員　小祝隆雄　平山　英　宇野隆子　成井一夫　高木　将　岩間国高　川上和衛　梶山昭一　矢部正心
　　　　　　　　　興野　勉　茅根　猛　後藤　守　川又照雄　田尻求士　豊田吉三　平山晶邦　深谷秀峰　益子慎哉
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い
て
幼
稚
園
は
４
２
０
０
円
で
小
中
学

生
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。も
っ
と

値
下
げ
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　　
教
育
長
　
幼
稚
園
児
の
給
食
の
量
は
、園

児
に
対
し
て
は
小
学
校
低
学
年
よ
り
米
飯
が

10
グ
ラ
ム
、ソ
フ
ト
麺
が
20
グ
ラ
ム
少
な
く

し
、
園
児
に
合
わ
せ
た
配
食
を
行
っ
て
い

る
。
パ
ン
は
、
小
学
校
低
学
年
と
同
様
の
40

グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
茨
城
県
学
校

給
食
会
が
パ
ン
製
造
者
へ
原
料
の
小
麦
粉
が

給
付
さ
れ
て
定
め
ら
れ
た
グ
ラ
ム
数
の
パ
ン

を
製
造
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
現
在
、水
府
、里
美
の
両
セ
ン
タ
ー
で
は

１
献
立
と
な
っ
て
い
る
、ま
た
、市
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
小
学
生
用
と
中
学
生

用
の
２
献
立
で
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

幼
稚
園
児
の
た
め
の
１
献
立
を
ふ
や
す
こ

と
に
な
る
と
、
調
理
機
器
あ
る
い
は
時
間

等
の
面
か
ら
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
な
お
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、年
６

回
、
学
校
給
食
主
任
者
会
議
を
開
催
し
て
、

予
定
献
立
の
内
容
の
検
討
や
あ
る
い
は
味

つ
け
や
量
な
ど
に
つ
い
て
も
幼
稚
園
側
か

ら
意
見
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
き

て
い
る
。
今
後
と
も
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
改
善
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、当
市
の
場
合
、幼

稚
園
児
、
月
額
１
人
４
２
０
０
円
に
な
っ

て
い
る
、
他
市
と
比
較
し
て
も
ほ
と
ん
ど

差
は
な
い
の
で
、
現
状
の
と
お
り
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
３
　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

　
　
ム
と
里
山
づ
く
り
に

　
　
つ
い
て

　
先
月
、県
北
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振

興
機
構
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
て
き
た
。
今
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。受
け
入

れ
る
側
に
と
っ
て
も
、自
分
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
の
良
さ
を
知
り
、自
然
や
文

化
を
見
直
し
、
守
る
こ
と
や
、
新
規
就

農
・
定
住
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、

伝
統
の
食
品
や
食
習
慣
を
再
評
価
し
高

品
質
な
食
品
の
保
護
・
普
及
に
も
つ
な

が
る
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
の
推
進
に
つ
い
て
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
産
業
部
長
　
本
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
と
し
て
は
、
当
市
の
自
然
観
光

資
源
、地
域
資
源
等
連
携
を
結
び
つ
け
て
、

観
光
・
農
業
面
か
ら
の
相
乗
効
果
が
高
め

ら
れ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た

全
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
大
会
、

里
美
・
水
府
地
区
で
の
森
づ
く
り
都
市
住

民
と
の
交
流
事
業
な
ど
も
十
分
に
活
か
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
農
作
物
で
の
郷
土
料

理
と
買
い
物
と
湯
を
セ
ッ
ト
し
た
事
業
推

進
や
、「
休
日
を
農
村
で
過
ご
そ
う
」
と
銘

う
ち
、
民
泊
に
よ
る
観
光
と
余
暇
を
楽
し

め
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
が
楽
し
め
る

事
業
展
開
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
推
進
体
制
は
、
連
絡
協
議
会
な
ど
の
組

織
を
編
成
し
、
農
業
体
験
交
流
団
体
、
観

光
関
係
団
体
関
係
者
な
ど
の
委
員
に
よ
っ

て
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
、
各
関
係
団

体
の
ア
イ
デ
ア
、
お
も
て
な
し
な
ど
、
地

場
産
品
を
使
っ
た
郷
土
料
理
、
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
の
推
進
、
滞
在
体
験
の
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
進
め
な
が
ら
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
早
々
に
で
き
れ
ば
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
窓
口
は
、
農
政
課
の
中
に
置
い
て

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　【
宇
野
議
員
　
他
の
質
問
事
項
】

　
・
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
施
設
計
画
の

　
　
問
題
に
つ
い
て

　
・
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　
・
介
護
保
険
料
の
大
幅
引
き
上
げ
問

　
　
題
に
つ
い
て

　
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
子
育
て

　
　
支
援
に
つ
い
て

　
全
国
・
関
東
・
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

定
例
会
に
お
い
て
、
平
根
喜
八
郎
議
員
、

生
田
目
久
夫
議
員
、
高
木
将
前
議
員
が
在

職
十
五
年
以
上
と
し
て
、
ま
た
、
茨
城
県

市
議
会
議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
梶
山

昭
一
議
員
が
在
職
八
年
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
伸
展
と
市

政
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表

彰
さ
れ
た
。

全
国
・
関
東
・
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
状

生田目久夫　議員高木　　将　前議員 梶山　昭一　議員 平根喜八郎　議員
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